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 ２００６ 年４月からの全カリはこう変わる 

 山本 博聖 全学共通カリキュラム運営センター部長（理学部教授） 
 

全学共通カリキュラムは学部・学年を問わず、
すべての学生を対象とした教養教育カリキュラム
です。本学の教養教育を担ってきた一般教育部か
らその役割を受け継ぎ、強力な全学運営体制とし
て全学共通カリキュラム運営センターが組織され、
1997年4月に言語教育科目と総合教育科目を２つ
の柱に置き、スタートを切りました。社会的要請
と学生ニーズに応えるべく、常に改革を行ってき
ていますが、最初の大きな改革は 2001 年度に実施
し、建学の精神を現代的課題に即して学ぶ「立教
科目」、時事的課題に即応する「時事科目」、そし
て留学生対応の英語で授業を行う「Ｆ科目」を設
置しました。「立教科目」は 2005 年度文部科学省
から＜特色ある大学教育支援プログラム＞として
選定されました。このたび、経営学部と現代心理
学部の二学部を加えた本学の 2006 年度の新たな
スタートと歩調をあわせて、この 4月から以下の
ような改革を実施することとなりました。 
新たな二学部設置により、その完成年度（2009

年度）には池袋キャンパスと新座キャンパスのそ
れぞれに籍を置く学生数比は３対１となります。
これまでの６対１と大きく変化するため、完成年
度を待たずこの 4月から、従来不十分な展開であ
った新座キャンパスにおいても池袋キャンパスと
ほぼ同様の多様な科目展開を実現します。例えば

多くの総合教育科目（例えば「キリスト教思想の
展開」、「文学と人間」など）では４コマ開講し、
その内訳を池袋３、新座１とします。言語教育科
目の自由選択科目についても両キャンパス間のア
ンバランス解消の第 1歩を踏み出すことになりま
した。 
 言語教育科目と総合教育科目それぞれについて
は、言語教育科目は、英語はこれまでと同様に８
単位が全学生必修で、それ以外のもう１言語もこ
れまでと同じく必修です。英語では２つのコース
は維持しつつ新たな要素を取り入れ、他言語では
履修コースの言語による違いをほぼ解消しました。
総合教育科目については、両キャンパス間のアン
バランス是正に加えて、適正なクラス規模による
授業を実現させるために、Ｗeb 登録方式を大幅に
取り入れました。また、「立教科目」はテーマ増に
加えて、その内容の一層の充実を図っています。
総合Ａ群のカテゴリーが組み替えられて５カテゴ
リーとなり、情報科目群の再編成と新たに「立教
生の学び方」が新設されます。なお、これらの改
革によっても新入生以外の諸君は卒業までに取得
すべき単位や科目についての約束は変わりません。
新たな構想でスタートする 2006 年度全カリでの
学習が、学生諸君が自らの可能性をさらに膨らま
せる助けとなることを期待しています。
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２００６ 年度の言語教育科目のカリキュラム改革 

 
言語教育科目担当部会長 漆山 秋雄（理学部教授） 

 

 
新学部の設置による学生数増加や諸条件の変化

に対応し、また、全カリ言語教育において従来か

ら問題点として浮かびあがっていた種々な問題点

を改善するために、言語教育カリキュラム改革の

検討が行われてきた。その結果、2006 年度（新入

生）より適用される新カリキュラムが決定された

ので、検討の経緯を含めて改革の要点を以下の通

り報告したい。 

今回の改革にあたって、2004 年 3 月 17 日付で

全カリ運営センターが提示した課題は次のような

ものであった。 

言語Ａ（英語） 

①１年次集中の見直し 

②クラスサイズの見直し 

③自由選択科目の充実 

言語Ｂ（初習言語） 

①再履修者対策 

②各言語における複雑な履修パターンの統一

③自由選択科目の充実 

１．英語カリキュラム改革 

英語教育研究室では、すでに 2003 年春にカリ

キュラム改革の独自プロジェクトが立ち上げられ、

カリキュラム改善へ向けて活動が始まっていた。

課題は、１）ＣＯＣ（コミュニカティブ・コース）

が 30 名（運用面で最大35名）、ＬＣＣ（言語文化

コース）が 45 名という１クラスあたりの定員格差

の是正、２）入学試験の多様化に伴って深刻化

してきた学生の能力差拡大への対応であり、

2004 年 1 月には大枠の英語カリキュラム改革案

が作成された。その後、上記に示す全カリ運営セ

ンターとして決定した課題との有機的な繫がりを

考慮して2006年度カリキュラム最終案策定作業を

進めた。 

全カリ発足の1997年から毎学期実施されている

英語カリキュラムに関するアンケートの結果によ

ると、ＣＯＣ・ＬＣＣ両コースの学生の満足度は

一貫して比較的高い数値を示しており、2003 年度

末の時点では、ＣＯＣが70％台、ＬＣＣが50％台の

満足度を達成していた。このことから現行必修カ

リキュラムが学生から一定以上の評価を得てきた

と判断される。すなわちＣＯＣ・ＬＣＣの２コー

ス制、ペアクラス制、能力別クラス編成などは十

分に機能していると判断され、この３つの特徴

は新カリキュラムに引き続き反映させながら、次

の(1)～(3)の改革を行うことになった。 

 

（１）１年次集中（前後期各４単位）の見直し 

この検討が必要となった理由は、２年次以降の

英語教育への継続性という点にある。これには追

って記すとおり、自由選択科目の充実で応えるこ

ととし、１年次８単位集中は継続することとした。 

また、今回の改革では、科目構成に着手するこ

とで１年次集中カリキュラムの充実を図った。

2006 年度改革では、現行カリキュラムのＣＯＣと

ＬＣＣではそれぞれコースの目的が異なっていた

のに対し、新カリキュラムでは「異文化理解とリ

サーチ・発信能力の育成」という同じ目標が設定

され、この目標へのアプローチの違いにおいて両

コースは異なるように設計された。すなわち、

ＣＯＣでは「インターアクティブ・ワールド・イン

グリッシュ（ＩＷＥ）」が、ＬＣＣでは新設科目の

「イングリッシュ・フォー・カルチュラル・アン 
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ダースタンディング（ＥＣＵ）」がコンテンツ・ベ

ーストのコア科目（前後期ペアクラス制）として

設定された。前者では発信能力の強化に重点を置

いて現代社会の多様な諸問題に客観的に対応でき

る能力の習得を目指し、後者では文化的な問題に

関わる英文資料の読解に重点を置いて異文化につ

いてのクリティカルなスタンスを養うことになる。

これらのコア科目を内容とスキルの両面で補完す

ることを目的に、ＣＯＣでは「メディア・イング

リッシュ（ＭＤＥ）」が、ＬＣＣでは「イングリッ

シュ・スルー・ビデオ（ＥＴＶ）」が導入された。

この他に、両コースに「リーディング＆リスニン

グ（Ｒ＆Ｌ）」と「ライティング（ＷＲＴ）」が配

置されている。Ｒ＆Ｌには対面式授業とＰＣ利用

授業が導入される。「ライティング」は学習効果の

面で学生から最も高い支持を得ている科目である。

したがってＬＣＣとＣＯＣの全クラスで展開する

ことにした。これらの科目展開の相互関係につい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ては上図「英語新カリキュラム理念図」を参照さ

れたい。各コースとも３つのレベル（現行は２レ

ベル）の能力別編成を行い、最下位レベルのクラ

スの学生に対しても十分なケアができるようにし

ている。なお、特別履修免除と単位認定試験につ

いては現行制度を継承することにした。 

 

（２）クラスサイズの見直し 

英語教育研究室での当初の取り組みはＣＯＣと

ＬＣＣの定員格差の是正の問題だけでなく、現行

よりも少人数のクラスの実現を探ることであった。

今回のカリキュラム改革の課題として示されてい

る自由選択科目の充実に応えるためにも、英語総

コマ数 1001 の枠内でこれを実現する必要がある。

この問題を解決するため、Ｒ＆ＬのＰＣ利用授業

において「大改革」を行うことにした。ＰＣの効

果的利用による新教育形態の採用である。ＰＣ－

ＬＬ教室の間を音声・映像配信網で緊密に結び、

英語新カリキュラム理念図

リーディング

ライティング

リスニング

＊スピーキング

＊スピーキング

リスニング

リーディング

ライティング

（異文化を知る）

（異文化について考える）

（自分の意見を発信する）

ECU（ペアクラス） IWE（ペアクラス）

Ｒ＆Ｌ

ライティング

ＥＴＶ

メディア・

イングリッシュ

（スキル）

（スキル）

（コンテンツ）

（コンテンツ＋スキル） （コンテンツ＋スキル）

（リスニング力の強
化と、異文化理解の
ためのケース・スタ
ディ）

（リーディング力の
強化と、異文化理
解のためのケース・
スタディ）

（授業＋コンピュータによるリーディング
力とリスニング力養成のための学習）

（発信力の基本となる表現法の学習）

授業→テキストを使ったリーディング、リ
スニング力の向上を目的としたクラス。
（長文速読。リスニングは概要把握。）

ＰＣ教室→学生個々のレベルに対応し
た英語力養成学習と達成度の確認。
（短文速読。リスニングは詳細理解。）

ＥＣＵ・ＩＷＥ

四技能を具体的に駆
使して、異文化を知り、
クリティカルなスタンス
で論理的に考え、それ
を基にした意見を明確
に発信する。

＊スピーキング

具体的シチュエーションに
対応したコミュニケーショ
ン及びプレゼンテーション

英語プログラムの目標：異文化理解とリサーチ・発信能力の育成

LCCコース（構成科目）

● ECU(前後期週２回）

● ETV(後期週１回）

● ライティング（前期週１回）

● R&L(前後期週１回）

COCコース（構成科目）

● IWE(前後期週２回）

● メディア・イングリッシュ

（前期週１回）

● ライティング（後期週１回）

● R&L（前後期週１回）
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ＴＡやアルバイトなどの補助スタッフを得て、よ

り少ない教員で効果的に授業運営が行われる。こ

の結果、ＣＯＣは現状の１クラス 35 名が維持され、

ＬＣＣについては１クラス 40 名（運用により最大

42 名）のクラスサイズが実現される。 

 

（３）自由選択科目の充実 

上記（２）の改革により、必修の総コマ数をよ

り少なく抑えることができたため、自由選択科目

についても１クラス 35 名定員とした上で、27 コマ

増の 171 コマの展開が可能となった。 

 新カリキュラムにおいても自由選択科目の４つ

のカテゴリー（アカデミック・イングリッシュ、

キャリア・イングリッシュ、プロジェクト・イン

グリッシュ、スキルアップ・イングリッシュ）は

そのまま保持されるが、各カテゴリーの科目構成

が再編される。履修希望の多い時事英語に関する

科目が増加され、新座キャンパスの自由選択科目

の拡充にも応えている。また、「目的別自由選択科

目」と「英語インテンシブ１」の中間レベルに、

新たにセミナー科目「イングリッシュ・セミナー」

（25 名定員）を開講し、必修科目修了後の学生の

英語学習への要望に応えることにした。 

２．言語Ｂ（初習言語）カリキュラム改革 

 言語 Bの初習言語（ドイツ語、フランス語、ス

ペイン語、中国語、朝鮮語、ロシア語）は従来、

必修単位数などの大枠は同じとしながらも、各言

語によって先修制や再履修方法などが異なってお

り、複雑な履修パターンとなっていた。再履修の

方法においても種々な問題点が認識されている。

これらを含めて、各言語において教育効果をより

高め、カリキュラムを統一するための改革が検討

された。まず、今回の改革にあたり、全カリ発足

時からの理念「異文化の理解」、「文化・教養の深

化」、「言語運用能力の習得」、「専門書を読みこな

す基礎学力の伸長」は保持することが確認された。

そのうえで、全カリ運営センターが示した①から

③の検討課題を含めてより効果的なカリキュラム

とすべく、以下に示す改革を行うことにした。 

 

＜必修科目＞ 

（１）科目内容・ねらいの統一 

必修全科目において学習内容・ねらいの見直し

を行い、各言語において初習言語として最も効果

の高いプログラムを策定した。 

 

（２）レベルの明確化とコース名称の廃止 

これまでは、１年次後期よりコース制に分かれ、

ドイツ語、フランス語、スペイン語、中国語には

コミュニカティブ・コース（ＣＯＣ）と言語文化

コース（ＬＣＣ）が、ドイツ語のみ更にリテラリ

ー・コース（ＬＴＣ）が設置されてきた。新カリ

キュラムでは、初習言語共通で、段階的なレベル

設定を明確化し、１年次配当の２科目を「入門」

「初級」、２年次配当の２科目を「中級１」「中級２」

とし、内容的には２年次から「言語文化クラス」

「コミュニカティブ･クラス」（朝鮮語、ロシア語

除く）「リテラリー･クラス（ドイツ語のみ）」を設

置することになった。そのため、コースという名

称は廃止することとした。 

学生は１年次の初級文法学習後に、「言語文化」

「コミュニカティブ」「リテラリー」のクラス選択

が可能となり、また教授面でも、従来よりも各ク

ラスの特徴を活かした授業方法・内容の提供が可

能となった。 

 

（３）文学部必修 8単位の配置変更 

従来、文学部において言語文化コースは 1年次

の前期・後期および 2年次の前期・後期の単位配

分が 3・3・1・1 であった。しかしながら、２年次

での学習時間の急減は大きな影響があることがわ

かったため、新カリキュラムでは単位配分を 2・

2・2・2 に変更することにして、学習時間の平準

化を図った。 
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（４）再履修方法の変更 

 旧カリキュラムでは、フランス語、スペイン語、

中国語では再履修生に対しては適合した授業の提

供することを目的として、半期遅れで展開する再

履修者用クラスを設置していた。しかし再履修者

用クラスが設置されている場合は、現実的にはこ

れが安易に利用され、設置目的からかなり外れた

ものになっているとの認識が生じていた。再履修

者の増加はクラスを有効に運営するためにきわめ

て大きな問題であり、慎重な検討が加えられた。

その結果、再履修者に対しては後手にまわる対策

ではなく、通常クラスでの教育を強化することで

対処することが本質的であるとの結論に達した。

したがって、新カリキュラムでは再履修クラスは

設置しないこととした。不合格者は通常クラスで

再履修することになる。 

 

（５）先修制の統一 

これまで、言語によって再履修の方法が異なっ

ていたこともあり、２年次科目は先修制の内容が

言語間で統一されていなかった。新カリキュラム

では、上記(4)のように再履修の方法が初習言語の

全言語で統一されたのにあわせて先修制も統一す

ることとした。結果的に１年次科目の不合格者に

ついては学習の空白期間が顕著に生ずることにな

ったが、通常クラスにおける再履修者のケアを強

化すること、および２年次科目の再履修をする場

合は前期科目・後期科目の読み替えを可能とする

という工夫を加えて対応する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜自由選択科目＞ 

（１）科目の設置目的の確認 

 新カリキュラムの策定にあたり、これまでの実

績を踏まえて、自由選択科目の設置目的を精査し、

以下の内容に合致するように改めて確認した。 

①言語運用能力のさらなる向上を目的とする

科目 

 ②当該の言語において文化・言語・情報処理

に関するより専門的な知識の修得を目的と

する科目 

 ③第三言語を学ぼうとする学生を対象とした

科目 

  ④必修科目の補強的な学習を含む科目 

 

（２）配当年次、履修資格の統一 

従来、自由選択科目の科目名称が同一でありな

がら、言語ごとに異なっていた配当年次・履修資

格を、新カリキュラムでは統一することとした。 

配当年次については、１・２年次生でも学習意

欲の高い学生や、海外での学習経験者に門戸を開

くため、「～語強化」のみを２年次以上とし、その

他の自由選択科目は全年次において履修可能とし

た。また、あわせて、それぞれの科目を履修する

にあたって必要とされるレベル（例：「～ 語２」

修了程度）を科目選択の目安として履修要項に記

載することとした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１年次前期 １年次後期

すでに一定の学習歴がある者（既習者)に対して、本人の希望があれば、面接の上、必修科目の一部または全ての履修を免除することがある。 　

＊コミュニカティブ・クラスは、朝鮮語、ロシア語を除く。リテラリー･クラスはドイツ語のみ。

３年次～

自由選択科目

言語運用能力を
さらに高める

目的別科目を用意

中級１／中級２
（２単位）

(言語文化クラス、コミュニカティブ・クラス、リテラリー・クラス）　＊

２年次前期 ２年次後期

先
修
制

先
修
制

■言語Ｂ（ドイツ語、フランス語、スペイン語、中国語、朝鮮語、ロシア語）の新カリキュラム(文学部以外)の例

必修科目履修特別免除

入門

(２単位)

初級

（２単位）
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２００６ 年度の総合教育科目のカリキュラム改革 

 
総合教育科目担当部会長 名和 隆央（経済学部教授） 

 

 
１．2006 年度カリキュラム改革の経緯 

 
2006 年度からの新学部（経営学部、現代心理学

部）の設置による学生数の増加、それに伴う教室

条件の制約、カリキュラム運営上の負担の増大、

などの課題に対処するとともに、学生にとってよ

り魅力ある教養教育をいかに提供するか、という

問題意識のもとに総合教育科目のカリキュラム改

革を行なった。2004 年 3 月 17 日付で、全カリ運

営センターでまとめた総合教育科目の展開の方向

性は、次のようなものであった。 

① 総合Ａの展開コマ数は現状の展開コマ数か

ら１割程度減じて、270～290 コマとする。 

② 池袋と新座両キャンパスを統合されたもの

として捉える。 

③ 総展開コマ数の設定にあたっては、専任担

当率６割を維持し、かつ１年度の専任教員責

任コマ数は現状並となるようにする。 

④ 池袋と新座の展開コマ数の比は、2009 年度

の学生定員数比に応じて約３：１とする。 

⑤ 展開コマ数の減少に伴うクラスサイズの増

大にたいしては、学期あたり履修登録上限単

位数の抑制やWeb登録科目の適用拡大により

年間総履修者の適正化を図る。 

⑥ 総合Ｂ、スポーツ実習の展開コマ数は現状

並とし、情報教育科目については全カリと学

部における情報教育のあり方をふまえて検討

する。 

以上のような改革の方向性の確認にもとづいて、

総合Ａについては、小泉哲夫特別教務委員（理学

部教授）を座長とする特別委員会において、情報、

スポーツ実習科目については、当該教育研究室に

おいて、2006 年度カリキュラム改革案の具体的な

検討作業が行なわれることになった。 

それらの検討結果を受けて、総合構想小委員会

において、2004 年 7 月から 10 月にかけて集中的に

協議を行ない、「2006 年度以降の総合教育カリキ

ュラムの枠組」をほぼ固めることができた。そこ

での考え方の骨子をまとめると、次のようになる。 

① 全学部によって支えられ、全学部全学年

の学生が履修する全学共通カリキュラムの

特性をさらに生かす。 

② 学生の学習姿勢や学習環境の変化に対応し

た新科目をとり入れる。 

③ カリキュラム展開の継続性と安定性を有す

るものとして設計する。 

④ ９学部体制による履修対象学生の増加と多

様化をふまえ、全学部の履修規定を統一する

とともに、履修登録上限単位数の低減化によ

りいわゆる保険履修の抑制を図る。 

⑤ 総合教育科目の卒業要件単位は全９学部と

も 20 単位とする。 

⑥ 池袋と新座との展開コマ数比を学生定員比

に合わせた３：１とし、総合Ａの定常科目は、

原則としてすべて池袋と新座で開講する。これ

により新座の学生の履修上の不利益をなくす。 

このような今回のカリキュラム改革は、履修学

生数の増加、教室条件の制約、科目担当教員の負

担問題、そしてなによりも学生の学習状況の変化

への対応、という難しい条件のもとでの改革であ

ったが、いくつかの改善が行なわれた。 

すなわち、 

１．総合Ａ群における展開科目の６カテゴリー

を５カテゴリーに再編した。これは従来の分
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野別のカテゴリーから履修する学生のテーマ

との関わり方、という視点による再編成であ

る。 

２．「多彩な科目」のなかの「立教科目」を４テ

ーマから８テーマに拡大した。新しく立てら

れたテーマは「環境」「平和」「いのち」「ウエ

ルネス」であり、現代社会を考えるには不可

欠のテーマである。 

３．大学での学び方を学習する「立教生の学び

方」を開設した。このような科目の設置は、

全カリのあり方としては異質であるかもしれ

ない。しかし導入教育の一環として全カリと

しても取り組み、その経験を全学的に共有す

ることが必要になっているといえよう。 

４．全学部統一の履修規定を導入した。これは

卒業要件単位を総合ＡのカテゴリーＡ１・Ａ

２・Ａ３から６単位、カテゴリーＡ４・Ａ５

から４単位、そのほかに科目区分に関わらず

10 単位とするものである。この履修規定は学

生の科目選択の自由度を認めつつ、幅広い教

養を身に付けさせることを意図している。 

５．履修登録上限単位数を各学期８単位から６

単位とする。全学年において総合Ａ群、総合

Ｂ群、立教生の学び方、情報実習科目、スポ

ーツ実習科目をすべて合計して各学期６単位

以内とするものである。これはたんに保険履

修を抑制することではなく、学生の成長に応

じた、全学年での学習を促すことが効果とし

て期待されている。 

２．2006 年度総合教育カリキュラムの特徴 

このような経緯で設計された、2006 年度からの

総合教育科目カリキュラムの新しい点を少し詳し

く説明しよう。 (1)総合Ａ群の５カテゴリーへの

再編、(2)「立教科目」の拡大、(3)「立教生の学び

方」の新設、(4)オンデマンド授業の開講、につい

てである。 

（１）総合Ａ群の５カテゴリーへの再編 

 新しく再編された５カテゴリーはＡ１「人間の

探究」、Ａ２「社会への視点」、Ａ３「芸術・文化

への招待」、Ａ４「心身への着目」、およびＡ５

「自然の理解」である。新カテゴリーＡ１・Ａ２・

Ａ３は、これまでの「思想・文化」「歴史・社会」

「芸術・文学」をほぼ踏襲するものとなっている。

新カテゴリー「心身への着目」は、従来の「環境・

人間」に含まれていた心理系科目とスポーツ系科

目を統合したものである。また新カテゴリー「自

然の理解」は、従来の「環境・人間」「生命・物質・

宇宙」「数理」に含まれる自然科学系の科目をひと

つのカテゴリーに集約したものといえる。 

カテゴリーをこのように再編した理由について

述べておこう。第１に、経営学部の設置により社

会科学系の専任教員が増加することから、従来の

「歴史・社会」に配置されていた歴史・地理系の

科目を新カテゴリーの「人間の探究」に移した。

これは各カテゴリーの専任担当枠数と展開コマ数

のバランスを図るとともに、人間の営みを歴史的・

地理的背景のもとで探究すべきだという考えにも

とづいている。第２に、これまで自然科学系の科

目は、旧一般教育部所属の教員と理学部教員によ

って担われてきたが、旧一般教育部所属教員の退

職による減少と、2006 年度からのアカデミック・

プランにおいて定められた理学部教員数の制約に

より、新カテゴリー「自然の理解」に集約せざる

をえなかった。もちろん、教養科目としての自然

科学系科目の意義が軽視されてよいわけではない。

科学的分析手法や数理的論理を学ぶことは、すべ

ての学問に必須といえるからである。第３に、人

格の陶冶に不可欠と考えられる「芸術」や「文学」、

「こころ」や「からだ」の分野を一般教育部以来

の成果とともに本学の教養教育の特色として打ち

出すために、「芸術・文化への招待」、および「心

身への着目」というカテゴリーを設けることにし

た。「芸術・文化への招待」は従来の「芸術・文学」

をほぼ踏襲しているが、「こころ」と「からだ」に
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関わる分野は、現代心理学部の教員やスポーツ系

教員の協力のもとに展開できるように、 「心身へ

の着目」というカテゴリーを新設したのである。 

これらの５カテゴリーへの再編と合わせて、カ

テゴリーの名称を変更した。現行のカテゴリーの

名称は、そのカテゴリーで展開されている科目内

容を総括的に表現できるキーワードを用いていた。

これにたいし、新カテゴリーの名称は、履修する

学生と科目担当者がより能動的に問題対象とどう

関わるかという視点から、それぞれ主体的に関わ

る行為を表わす言葉をカテゴリーの名称とした。

このようなカテゴリー名称の工夫も、学生が主体

的に総合教育科目を選択し、学んでもらいたいと

考えているからである。 

 

（２）「立教科目」の拡大 

 「立教科目」は立教大学の「建学の精神」であ

るキリスト教にもとづく教育理念が問いかける

「人間としての基本的なあり方」を、現代社会に

おける諸課題にそくして考え、学び、あるいは行

動へと誘う科目群によって構成される。これまで

の「宗教」「都市」「大学」「人権」の４テーマに、

「環境」「平和」「いのち」「ウエルネス」を加えて

８テーマに拡大した。学生はこれらの科目を学ぶ

ことで建学の精神や理念を具体的に捉えることが

可能になり、なぜ立教大学で学ぶのかという帰属

意識や、建学の精神を切り口にどのように社会の

諸問題と取り組むべきか、という問題関心を高め

ることができるはずである。これらの科目では、

現場に関わるゲスト・スピーカーを招いてリアリ

ティのある授業を目指している。 

 また「立教科目」は、この改革と時期を同じく

して、2005 年 4 月に「『特色ある大学教育支援プ

ログラム（特色ＧＰ）』」に申請を行い、書類・ヒ

アリング審査を経て、同年 7月に採択された。こ

れにより、2005 年度から４年間にわたって、文部

科学省の「大学改革特別推進経費」から財政的支

援を受けることになった。今後も「立教科目」の

さらなる充実と発展が期待できるであろう。 

 

（３）「立教生の学び方」 

 大学に入って、さて、なにをどう学ぶかについ

て迷う学生は多いのではなかろうか。大学で学ぶ

ためには、講義を受けるだけではなく、自分で関

心を持った問題を調べ、文献を読み、ものごとの

本質を考え、自分の考えを書いてまとめ、そして

人前でそれを発表する能力が必要となる。高校ま

での教科書を「学ぶ」こととは、まったく違った

「学び方」といえる。そのような学習の場の提供

を「立教生の学び方」は意図している。大学生に

なれば、与えられた知識や情報を鵜呑みにせず、

そこに含まれる意味や価値を判断し、自らのテー

マを見つけてそれを掘り下げていかねばならない。

この科目では、「学び方」を学習するだけではなく、

専門分野を異にする学生同士の報告や討論をとお

して自分の考えを展開する能力を研くことができ

るであろう。 

 

（４）オンデマンド授業 

 オンデマンド授業とは、インターネットにつな

がったパソコンを使って履修可能となる授業であ

る。2006 年度は「異文化コミュニケーション」と

「平和と安全保障」の２科目が開講される。履修

者は定められた期間内であれば、自分の好きな時

間に、パソコンからオンデマンド授業にアクセス

することで大学や自宅で受講することができる。

また、電子掲示板システム（ＢＢＳ）をとおして

講師に質問し、他大学の学生も含めた受講生同士

が討論することもできるので、問題点をより深め

ることが可能となるであろう。 

このように 2006 年度総合教育カリキュラムは、

履修する学生にとって科目構成が分かりやすく、

現代の諸問題にどう対処するかという、主体的な

学習を促す仕組みを工夫したものとなっている。 

総合教育科目が所期の役割を果たせるように期

待している。 
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２００５年度 全学共通カリキュラム運営センターの主な活動 

 
 

＜言語教育科目担当部会＞ 

◆ 英語教育研究室 

4/2   前期ＦＤセミナー 

・講演「最近の立教大学学生の心理的特質

と大学での授業」大野 久 大学教育開

発・支援センター副センター長 （学校・

社会教育講座教授） 

6/30‐7/13 前期授業評価・カリキュラムアン

ケート実施 

7/2   前期担当者連絡会 

   ・「2006 年度新英語カリキュラム説明」 

9/16  後期ＦＤセミナー 

・講演「Teaching Debate as a Way of 

Teaching EFL」 

松坂 ヒロシ 早稲田大学教授 

   ・新 PC教室講習会 

12/3 第６回大柴杯記念スピーチコンテスト 

12/10  後期担当者連絡会 

    「次年度カリキュラム担当について」 

12/12‐1/13 後期カリキュラムアンケート

および新授業評価アンケート開発のため

のプレ実施 

◆ドイツ語教育研究室 

7/22, 2/21 担当者連絡会 

◆ フランス語教育研究室 

6/24, 12/10 担当者連絡会 

◆ スペイン語教育研究室 

7/20, 1/23 担当者連絡会 

◆ 中国語教育研究室 

2/27 担当者連絡会 

◆ 諸言語教育研究室 

6/20, 12/13 担当者連絡会 

 

 

 

＜総合教育科目担当部会＞ 

◆ 自然科学教育研究室 

3/7 ワークショップ開催 

   ・ 事例報告 

全カリ授業の実際１「宇宙の科学１」 

      山本 博聖（理学部教授） 

全カリ授業の実際２「数学の方法」 

      山田 裕二（理学部専任講師） 

   ・講演「学生による授業評価アンケートの結

果から」大野 久 大学教育開発・支援セ

ンター副センター長（学校・社会教育講座

教授）、同センター学術調査員 茂垣 まどか 

◆ スポーツ健康科学教育研究室 

4/5 担当者連絡会 

 

＜学外対応＞ 

6/23 進研アド「Between10‐11 月号 改革進化

論 ― あの挑戦は今②」取材 

7/12 リクルート「カレッジマネジメント 134 号 

新就職考⑦ 企業が求める21世紀の“リベ

ラル・アーツ”」取材 

9/16 名城大学 大学教育開発センター 来学 

   「立教大学全学共通カリキュラムに係る聞

き取り調査」 

10/12 立命館大学 大学行政研究・研修センター 

来学 「総合科目の立案運営について」 

12/2 慶応義塾大学 教養研究センター 来学 

   「教養教育に関する調査・ヒアリング」 

1/23 大阪市立大学 大学教育研究センター 来学

「全カリ英語教育プログラムについて」 

2/15 北九州市立大学 経営企画室 来学 

   「全カリのカリキュラム運営全般について」 

3/14 東海女子大学 教務部 来学 

   「全カリのカリキュラム運営全般について」 
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＜特色ＧＰ「立教科目」関連＞ 

◆「特色ＧＰフォーラム」採択校ポスターセッシ

ョン参加 

  横浜会場（10/17） 

山本 博聖（全カリ部長） 

   藤原 芳行（全カリ事務室課長） 

  福岡会場（10/24） 

   寺﨑 昌男（立教学院本部調査役） 

   今田 晶子（大学教育開発・支援センター

課長） 

  新潟会場（11/2） 

   名和 隆央（総合部会長） 

   藤原 芳行（全カリ事務室課長） 

  広島会場（11/11） 

   名和 隆央（総合部会長） 

   吉池  栄（全カリ事務室課員） 

  名古屋会場（11/15） 

山本 博聖（全カリ部長） 

   藤原 芳行（全カリ事務室課長） 

札幌会場（11/21） 

   山本 博聖（全カリ部長） 

   高梨 理映子（全カリ事務室課員） 

  京都会場（11/23） 

   名和 隆央（総合部会長） 

   吉池  栄（全カリ事務室課員） 

 

◆「特色ＧＰフォーラム」シンポジウム 採択校

プレゼンテーション 

  札幌会場（11/21） 

   山本 博聖（全カリ部長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆「特色ＧＰ採択記念シンポジウムⅠ」開催 

12/ 5 「『自校教育』の意義とその可能性を探る」 

基調講演：折田 悦郎（九州大学教授） 

   シンポジスト： 

小関素明（立命館大学教授） 

山内乾史（神戸大学助教授） 

渡辺隆喜（明治大学教授） 

老川慶喜（立教大学教授） 

指定討論者： 

    西山 伸（京都大学助教授） 

    千葉 望（ノンフィクションライター） 

   司会： 

    寺﨑 昌男（立教学院本部調査役） 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆「『建学の精神』や教養教育にかかわる教育プロ

グラムの調査・視察」（3/15‐17） 

 出張者：山本 博聖（全カリ部長） 

     佐藤 一宏（学生生活課課長） 

     宮崎真芸子（キャリアセンター係長） 

 訪問校：関西学院大学、龍谷大学、立命館大学、

同志社大学、京都大学、京都産業大学 

 

◆「オンデマンド授業『平和と安全保障』（2006

年度後期開講予定）」の制作（9/1‐3/31） 

五十嵐 暁郎（法学部教授） 

佐々木 寛 （新潟国際大学助教授） 

メディア・センター 

 

◆「履修計画・登録案内コンテンツ（2006 年 4 月

Web 掲載予定）」の制作（9/1‐3/31） 

全カリ運営センター、教務部、メディア・センター
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２００５年度 全学共通カリキュラム運営センター メンバー一覧 

 
 
 

 

 
＜運営委員会＞ ＜言語教育科目担当部会＞ ＜総合教育科目担当部会＞

氏  　名 所属 小委 研究室名 氏    名 所属 研究室名 氏    名 所属

部　長 山本 博聖 理物 - 英   語 主任 一ノ瀬 和夫　 経経 人文科学 主任 三浦 雅弘 社現

部会長 漆山 秋雄　　☆ 理化 言語 高山 一郎　　　☆ 経経 月本 昭男　　　☆ 文キ

名和 隆央 経経 総合 高橋 里美 経営 横山 紘一　 　 文日

学部選出 千石 英世　　☆ 文英 言語 黒木 龍三　　　☆ 経会 星野 宏美 文独

荒野 泰典 文史 総合 実松 克義　　　☆ 社産 浦野 聡　　　　☆ 文史

Andrew P.J.DeWit 経経 言語 Shaules, Joseph 社産 佐々木 一也 文教

中江 幸雄　　☆ 経経 総合 森 聡美 法法 社会科学 主任 是永 論　　　　☆ 社社

青木 昇　　　☆ 理数 言語 山田 久美子 法政 栗田 和明 文史

黒田 智明　　☆ 理化 総合 鳥飼 慎一郎　　☆ 法国 豊田 由貴夫 文史

石川 淳　　　☆ 社産 言語 Cunningham,Paul A. ☆ 観観 内野 一樹 経会

関 礼子　　　☆ 社現 総合 川﨑 晶子 ｺﾐ福 原田 久　　　　☆ 法政

東條 吉純　　☆ 法国 言語 ドイツ語 主任 新野 守広 社現 高橋 紘士 ｺﾐ福

石田 剛　　　 法法 総合 横山 紘一　 　 文日 自然科学 主任 山田 裕二 理数

溝尾 良隆　　☆ 観観 言語 副島 博彦 文独 北村 洋 文心

松本 和幸 観観 総合 斎藤 松三郎 観観 平原 聖文 理物

湯澤 直美　 コ福 言語 宮内 敬太郎 ｺﾐ福 加藤 中英 理化

河東 仁　　　☆ コ福 総合 フランス語 主任 小倉 和子 観観 上田 恵介 理生

新学部 石川 淳　　　☆ 経営 - 権　寧            ☆ 文仏 箕口 雅博 ｺﾐ福

ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ 北村 洋　　　☆ 現心 - 細川 哲士　　  ☆ 文仏 情報科学 主任 長島 忍 経営

特別教務委員 中島 俊克　　☆ 経経 - 宇野 邦一　　 文仏 深津 行徳　　　☆ 文史

専門委員 高橋 里美　　 経営 言語 菊野 一雄　　  ☆ 経営 真島 恵介 理生

細井 尚子　  社現 言語 Delmont-Hosaka, M. 法法 岡太 彬訓 社産

上田 信         ☆ 文史 総合 スペイン語 主任 飯島 みどり 法国 泉本 利章 観観

安松 幹展 社社 総合 佐藤 邦彦 　　 ☆ 社現 小林 悦雄 ｺﾐ福

鈴木 正男　　  ☆ 社現 スポーツ 主任 沼澤 秀雄 ｺﾐ福

＜言語構想小委員会＞ 中国語 主任 呉　悦 経営 健康科学 大矢 達男 社社

　　漆山秋雄、千石英世、Andrew P.J.DeWit 森 秀樹 文日 安松 幹展 社社

　　青木昇、石川淳、東條吉純 谷野 典之 経営 佐野 信子 社現

　　溝尾良隆、湯澤直美、一ノ瀬和夫 細井 尚子 社現 荒木 汐 ｺﾐ福

      新野守広、小倉和子、飯島みどり 諸言語 主任 石坂 浩一　　　 経経 濁川 孝志 ｺﾐ福

      呉　悦、石坂浩一、池田伸子 小嶋 菜温子　　 文日 松尾 哲矢 ｺﾐ福

      高橋里美、細井尚子 漆山 秋雄　　  ☆ 理化 ＊

日本語 主任 池田 伸子 経会

＜総合構想小委員会＞ 李 鍾元 法政 全カリニューズレター　No.21

　　名和隆央、荒野泰典、中江幸雄 田中 望 観観 印　刷　　2006. 3. 25      発　行　2006. 3. 31

　   黒田智明、関礼子、石田剛 ＊言語部会長の兼務 発行人　　山本　博聖

　　松本和幸、河東仁、三浦雅弘 編集人　　湯澤直美、石川　淳、細井尚子

　　是永論、山田裕二、長島忍 発行所　　立教大学

　　沼澤秀雄、上田信、安松幹展 　　　　　全学共通カリキュラム運営センター

印　刷　　神谷印刷株式会社

☆印は2005年度新任

　　部会長：漆山　秋雄 　部会長：名和　隆央

              ２００６．３．１現在
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